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１　はじめに
グロ
バーリゼーションが急速に進行する中で，
グロ
バールヒストリーヘの関心が高まっている。
そして
，それは歴史教育の枠組みの変更も迫って
いる
。とりわけ，科目としての匚世界史」はこれ
からどのように変われば良いのだろうか
。
アメリカの歴史家Ｒ.ダン(Ross E. Ｄｕｎ）は
，
アメリカの世界史の教育カリキュラムが
，西洋文
明の重要さを強調してアメリカ人としての誇りを
育てようとする匚西洋遺産モデル（tｈｅ Western
Heritage Model)
」から，多文化主義の立場を反
映した匚多文化モデル(the Different Cultures
Model)」へ，そして現在は，文化的にはニュー
トラルな立場を維持しつつグロ
バーリゼーション
の進行に対応しようとしている匚変化の様相モデ
ル（the Patterns of Change Model)」の模索へと
変遷していると指摘している
ｏ。一方同時に，彼
は, 1996年の世界史ナショナルスタンダ
ドー改訂
以降も
，実態としてのアメリカ各州の世界史カリ
キュラムや教科書の多くは
，ヨーロッパ中心的な
性格を有する匚西洋遺産モデル
」と，これに対し
て諸民族の個々の文化について細かな学習がなさ
れる匚多文化モデル」が矛盾した融合を見せてい
る状況にある2）ことも指摘している
。
このような状況に対して
，彼は，西洋中心的な
学習に偏らず
，同時に諸文化毎の“トンネル”に
入り込むことも無い
，より大きなフレー ムの中に
異なる社会や文化グル
プーの変化を位置付けるよ
うな匚変化の様相モデル
」を具体的に提案しよう
としている
。彼による厂変化の様相モデル」は，
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応しつつ
，人類と生態系の間の複雑な相互関係を
も視野に入れようとするものであり
，歴史的探求
に際しては
，文明・文化のカテゴリー や国民国家
といった境界線”にとらわれず
，適切な厂問い」
に基づいて
，時間的空間的社会的フィールドを設
定して探求させようというカリキュラムである3）
。
以上のような意味で
，彼の「‾変化の様相モデル」
はトランスナショナル（脱国家的
；国民国家以外
のレベルにもアイデンティティを帰属させる）
，
かつトランスカルチュラル（超文化的
；複数の文
化に自らのアイデンティティを帰属させる）な世
界史教育への提言といえるのではないだろうか
。
このようなカリキュラムは
，アメリカの世界史
ナショナルスタンダードにおける匚地球的文脈の
中の文明(Civilization in global context)」や厂地
域間の歴史(interreがonal history)」の強調
ｏ，日
本の地理歴史科世界史の文化圏学習から諸地域世
界の学習への移行5）や
，近現代史を匚各国史の細
部に深入りすることなく
，地球的視野に立って一
体化する世界を構造的に（世界史Ａ）」6）匚各国史
にとらわれることなく
，地球的視野から現代の世
界の全体像を（世界史Ｂ）」7）とらえさせようと
していることなどを見ると
，ある程度は導入され
ているようにも見える
。しかし，これらの内実は，
森田真樹8）や宮崎正勝9）らが指摘するように
，
一般的にはインターナショナル（国家間的）でイ
ンターカルチュラル（文化間的）な傾向が強い。
本稿では，Ｒ.ダン自らが，同僚であったＤ.ク
リスチャン(David Christian)らとともに
，全米
学校歴史センタ
（ーＮＣＨＳ ； National Center for
History in the Schools)と協力しながら
，全米の
初等中等学校や大学の教員などと共同開発してい
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る世界史カリキュラム匚我らみんなの世界の歴史
（Ｗｏｒld History for Us All ； 以下ＷＨＦＵＡ）」を
分析する
。なぜなら，このWHFUAは匚変化の
様相モデル」を主張する世界史教育プロジェクト
として，Ｒ.ダンの提言する世界史学習を具体化しようとしたものと考えられ，トランスナショナ
ルでトランスカルチュラルな世界史への可能性を
探るのに適当だからである。
なお
，このプロジェクトで開発されたプログラ
ムや教材等は, Webに公開され
，現在も，継続
的に内容の追加・更新が進行中である。10）
２　カリキュラムの全体構成とその論理
(1)パノラマ，ランドスケープ，クローズアップと
いった三層構造
表１は
，このＷＨ]ＦＵＡの全体構成を示したも
のである11)
。これを見るとWHFUAのカリキュラ
ムは
，パノラマ，ランドスケープ，クローズアッ
プといった３種のカテゴリ
にー分類される単元か
ら構成され
，それぞれの単元に数時間分の教育内
容が設定されている12)
。これらのカテゴリーは時
間的間隔と地理的空間の大小によって分類されて
おり
，広範な地球的な変化から，人類的な出来事，
大陸規模の出来事
，諸民族・諸国家・諸社会で起
こった出来事までの様々な尺度で歴史を学べるよ
うに設計されている
。教師は生徒や学校の状況に
あわせてこれらの小縮尺
・中縮尺・大縮尺といっ
た三種類の時空間に基づく単元にそれぞれ設定さ
れている内容を組み合わせて授業を行うことがで
きるようになっている。
パノラマ単元は
，地球全体を俯瞰する視点から
地球の誕生から現在に至るまでを９単元で構成し
ている
。ランドスケープ単元は，人類規模，大
陸規模といった世界史の中の比較的大きな尺度の
歴史を扱う
。クローズアップ単元では，ランドス
ケ
プーより時間も空間も制限された諸民族・諸国
家・諸社会の出来事を世界史のトピックとして掘
り下げている13)。
このパノラマ
，ランドスケープ，クローズアッ
プという時間と空間の視点の導入は
，特に前近代
までの学習にあたるパノラマ１から５までの時期においては，Ｆ．ブローデル(Fernand Ｂｒａｕ e1)
の時間の三層構造を意識しているものと思われる
。
すなわち
，パノラマは地理的時間，ランドスケー
プは社会的時間
，クローズアップは個人的時間に
相当しているように見える。
このことについては, WHFUAの指導者の一人
であるＤ.クリスチャンが
，アナール派の影響を
受けた歴史家であり
，オーストラリアのマッコリー
大学に在勤中に歴史入門の講義で
，ブローデルの
長期持続の地理的時間の考え方をテ
マーにして宇
宙の誕生を起点とする歴史を示唆していたことか
らも伺うことができる14）。
いずれにせよ, WHFUAでは
，このような時間
と空間の枠組みを柔軟に組み合わせるカリキュラ
ムを構想することによって
，トランスナショナル
で
，トランスカルチュラルな世界史学習の枠組み
を提示しようとしている。
（2）ビッグ･ヒストリー (Big History)の視点
表１のパノラマ１　匚人間と宇宙
，工30億～20万
年前
」と を構成する匚1.1人間の歴史
の地平線」匚L2 700万～20万年前の人間の祖先」
では
，地球が誕生するピック･バンから学習が開
始し
，そこに生命が誕生し，人類が出現するまで
が扱われ
，パノラマ２匚人類はとこにでも，20万
～１万年前」とパノラマ２を構成する匚2.1世界
に広がる人類」「2.2言語は何を変えたのか」で
は
，ホモ･サピエンスの出現と世界各地への移動
や言語などが扱われる
。このように，地球の誕生
から人間が農業を始める前までという従来の世界
史では先史時代としてふれられる程度の期間が
，
９つのパノラマによる時代区分のうちの２つを占
めており
，その取り上げ方が一般的な世界史カリ
キュラムよりも大きいことにも特徴がある
。
これは
，現在，世界史の新潮流の一つになりつ
つあるビッグ･ヒストリ
ー15）の視点の導入と考え
られる
。ビッグ･ヒストリーとは，宇宙・地球・
生物・人類の歴史を学際的な方法で統合的に理解
しようとする試み16）で
，天文学や地理学，生物
学などの自然科学の研究成果も取り入れながら
，
人間中心の歴史認識を脱却して
，宇宙や自然といっ
た環境
・生態系の一部と 人間を位置付けて歴
史をとらえ直そうとするものである
。 Ｄ.クリス
チャンは，この試みの第一人者でもあり，その点
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【表1 : World History for Us All の全体構成】
パノラマ（小縮尺） ラ ンド スケープ（ 中縮尺）
クローズア ップ（大縮尺）
（多くは未発表，発表分 のみ示 す）
Ｏ 歴史・地理・時間 0.1 学習 の受 け皿を得 る: 時間・空間・歴史 のマ ップ
0.2 ピ ック・ジオグラフィー（Ｂ汝Geography ） 入門
１ 大きな時代区分１
人 間と宇 宙, 130 億～
20万 年前
L1 人間 の歴史 の地平 線, 130 億～400万年前
1.2 700万～20万年 前の人 間の祖先
２ 大きな時代区分 ２
人 類はどこにで も，20
万 ～１万年前
2.1 世界 に広がる人 類，20万 ～１万 ５千年前
2.2 言語: 言語は何を変えた のか， ６万～ １万年 前
３ 大きな時代区分 ３
農業と複雑な社会 の出
現，紀 元前10,000 一紀
元前1000 年
3.1 植物 の栽培 と勁物の飼育， 紀元前10,000－紀元 前4000 年
3.2 世界 中の晨民 たち， 紀元前10,000－紀元 前1500年 3.2.5 朝鮮， 混乱から安定へ
3.3 河 谷とア フロ ユ ーラ シア の複雑 な社 会， 紀 元前4000 － 紀元前
1500
3.4 アフロユーラシアでの移住と軍事，紀元前2000- 紀元前1000 年
3.5 アメリカにおけ る初期 の複雑な社会， 紀元 前2000 －紀元前1000
年
3.6 オー スト ラリアと太平洋 海域で移動 する人々，紀元 前10,000-
紀元前1000 年 から紀元 前500年あたりまで
４ 大きな時代区分 ４
接触と交流のネットワー
クの拡大，紀元前1200
年 一紀元後
500年
4.1 インド から地中海まで: 権力と貿易，紀元前1200 年 一紀元前600
年
4.2　東 アジア における複雑 な社会 の拡大，紀 元前1200 年 一紀元前
300年
4.2.1 中国 の思想 のシステム: 儒観 道教， 仏教， 紀
元前581- 紀元 後1368
4.3 サハラ以南 のアフリカにおけ る移民 と変化， 紀元前1000 年 一紀
元後200年
4.6 アメ リカ の帝国や 都市 国家， 紀元前800 年 一紀元 後500年4.4 イ
ンド から地中海まで: ギリ シャとペルシャの権力の時代， 紀元 前
600年 一紀元 前200年
4.4ユ 仏教 の芽生え，紀元前563年 一紀元後150
4.4.2ペ ルシ ャの圧迫:ペル シャ帝 国，紀元 前550 一紀
元前479
4.5 アフロユ ーラ シア の巨大帝国， 紀元前300年 一紀元後200年 4.5.1ロ ーマの美 術と建築， 紀元前500－紀元後400
4.5.2ロ ーマの奴 隷， 紀元 前100－紀元後450
4.5.3 古代ロ ーマの女 性の暮 らし，紀 元前200 一紀元
後250
4.6 アメリカの帝国や 都市国家，紀元前800年 一紀元後500年
５ 大 きな 時代区分 ５
地 域 間 統 合 の様 式，
300 －1500年
5.1 アフロユ ーラ シア興隆 の数世紀, 300-600 年
5.2 アフロユ ーラ シア とイ スラームの登 場，600 －1000 年
5.3 半球をこえ たネ ット ワークの確 立, 1000-1250 年 5.3.1西 アフリカの地 理・気 候・歴史, 500-1600
5.4 モンゴルの時代, 1200-1400 年
5.5 惨事と回復, 1300-1500 年 5.5.1災難 に向き合う:14 世紀の黒死病, 1330-1355
5.6 アメリカ におけ る相互作用 の球面
６ 大 きな 時代区分 ６
地球的な 大収 縮，
1400-1800 年
6.1 海洋の冒険 と諸大 陸の接続, 1400-1550 年
6.2 コロ ンブ スの取引 とそ の結果, 1400-1650 年
6.3 銃を持った支配者: 強国の台頭, 1400-1700 年
6.4ｸ ｀゛ロ ーバル経済 の形成, 1500-1800 年
6.5 大西洋世界 の形成, 1500-1800 年
6.6 科学革命, 1500-1800 年 6.6.1啓蒙思想 のりーダーたち
6.7 主要宗教のおおきな広 がり, 1500-1800 年 6.7.1プ・ テスタントの宗教改革
７ 大 きな 時代区分 ７
工業化 とその結果
(現代化革 命)
1750-1914 年
7.1 世界的出来事 として の産業革 命, 1750-1850 7.1.20居 間:1800-1900
7.2 世界的出来事 として の大 西洋革 命, 1750-1830
7.3 人々と政府: 全く新しい世界, 1830-1900
7.4 忙しい人類:19 世 紀の集団移住, 1830-1914
7.5 植民地主義 の経験, 1850-1914
7.6 新しいアイデ ンテ ィテ ィ： ナショナリズ ムと宗教, 1850-1914
８ 大 きな 時代区分 ８
危機 の50年，
1900-1950 年（波 乱の
数十年）
8.1 第一次世界大戦 の原因 と結果
8.2 1920年代と1930 年代 の平和 と安定 への模索
8.3 世界大恐慌
8.4植民地帝国のナ ショ ナリズムと社 会変化
8.5 第二 次世界大戦 の原因 と結果
8.6 科学技術革命
8.7 環境の変化: 急加 速
９ 大 きな 時代区分 ９
グロ ーバル化 の加速の
パ ラド ックス，
1945- 現在 まで
9.1 第二 次世界大戦後 の世界政治 とグローバル経済
9.2 二大超大国 と冷戦
9.3 王国の群衆
9.4 1950年以降 の富 と貧困
9.5 ゆがんだスピード の世界，技術 とコンピュータ革命
9.6 1950年以 降の人口爆発 と環境 の変化
9.7 グローバルな結びつき と文化 のトレ ント
10 お わ り に:
過 去を
省 み，未来を考え る
10.1 《タイトル， ハンドアウト等未発 表》
10.2 《タイトル， ハンドアウト等未発表》
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からもWHFUAへのビッグ･ヒストリ
のー影響が
考えられる
。そして，その結果, WHFUAはトラ
ンスナショナルやトランスカルチュラルといった
枠組みをさらに越え
，人間中心的な考え方自体か
らの脱却をも意識したものになっている
。
(4)全体構成に見られる論理
かつて
，スタブリアーノスはグローバルヒスト
リ
をーとらえる視点として匚月からの眺望｣の必
要性を説いた17)が, WHFUAでは
，パノラマ，ラ
ンドスケ
プー，クローズアップといった三種類の
時空間の縮尺を設定することにより
，あたかもそ
れぞれ月から肉眼
，双眼鏡，望遠鏡で地球を眺め
ているかのようである
。このように匚解像度｣を
柔軟に変化させることで
，国や文化の境界線は相
対化され
，宇宙や自然，社会等の諸条件に制約さ
れながら活動する人間が描かれることになるＯ
３　単元の展開とその論理
（1）カリキュラムを貫く「三つの本質的な問い」
表２は，表１に示したパノラマ７匚工業化とそ
の結果（現代化革命) 1750-1914」とそれを構成
するランドスケ
プー，クローズアップといった諸
単元の構成とそれぞれの単元の主題等を整理した
ものである１８）。 WHFUAでは，カリキュラム全体
を貫く　匚三つの本質的な問い(Three Essential
Questions)
」として匚人と環境（Ｈｕｍａｎs and the
Environment)」厂人と人(Humans and Other Huma
ｎs）」「‾人と思想(Humans and Ideas)」という枠組
みが設定されている19）が
，これを見ると，ラン
ドスケ
プーとクロー ズアップの各単元における問
いがこの三つの枠組みにあわせて提示されている
ことがわかる
。例えば，ランドスケープ単元匚7.6
新しいアイデンティティ
：ナショナリズムと宗教，
1850-1914」では，匚人と環境」については，当時
の各国の工業化競争が環境に与えた影響を問い
，
匚人と人」については，西欧化の意味を問いなが
ら
，今日のアメリカナイゼーションとの比較をさ
せ
，匚人と思想」については，当時のナショナリ
ストと宗教の関係を考えさせ
，今日のアメリカの
ナショナリズムと宗教の関係について問うように
なっている20）。
（2）「三つの本質的な問い」に関連づけられる「七
-
つの牛－テーマ」
また, WHFUAでは　匚七つのキー テー マ
(Seven Key Themes)」が設定されている21）ｏこ
れは
，「３つの本質的な問い」に関連づけられ，
内包されるもので
，匚1人口のパターン」匚2経済
的なネットワ
クーと交換」匚3権力の使用と乱用」
匚4持つ者と持たざる者
」匚5アイデンティティを
表現すること
」厂6科学・技術と環境」匚7精神的
な生活と倫理的なきまり］が示されている
。これ
らは
，それぞれ社会学（テーマ1,5,6),経済学
（テ
マー2,4,6),政治学（テーマ３），倫理学
（テーマフ）といった社会諸科学における諸課題か
ら設定されたと思われる。
WHFUAの教師用の解説には
，例えば，匚7.6
新しいアイデンティティ
：ナショナリズムと宗教，
1850-1914」では，匚3権力の使用と乱用」匚5ア
イデンティティを表現すること」匚7精神的な生
活と倫理的なきまり
」といった３つのテーマを扱
うように明示されており22）
，おそらく匚人と環境」
の問いを考察する際には匚3権力の使用と乱用」
について
，「‾人と人」の問いを考察する際は匚5
アイデンティティを表現すること
」について，
匚人と思想」の問い 考察 際は匚7精神的な
生活と倫理的なきまり」のテーマが反映されるよ
うになっているものと思われる
。
（3）単元構成に見られる論理
ランドスケ
プーとクロー ズアップの単元には，
それぞれ問いに基づく学習主題が想定されており
，
それは
，「‾三つの本質的な問い」と匚七つのキー
テ
マー」としてカリキュラム全体を貫く枠組みに
基づいていることが明らかになった
。この「‾三つ
の本質的な問い」と匚七つのキーテーマ」自体は，
国や文化を越えた考察の可能なものとなっており
，
その意味でトランスナショナルでトランスカルチュ
ラルな授業展開が可能なものになっている
。
ただし
，なぜ本質的問いが匚人と環境」匚人
と人」厂人と思想」から構成されるのか，なぜキー
テ
マーが前述のような七つなのかについては明示
されていない
。グローバルヒストリーをとらえる
スコ
プーは，これまでもいくつかの提案がなされ
てきた
。先述のスタブリアーノスは環境・男女関
係・社会関係・戦争であったし23)宮崎は環境・
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文化・変化・交流伝播・稀少性・紛争・人権・グ
ローバルシステムの八つを挙げている24)。今後，WHFUAには，その根拠の明示が求められようＯ
４　授業（アクティビティ）展開とその論理
（1）授業の展開
資料１は
，表１・表２に示したランドスケープ
7.6匚新しいアイデンティティ：ナショナリズム
と宗教, 1850-1914」の教師用解説や生徒用ハン
ドアウトから再構成した授業展開例である气
この匚7.6新しいアイデンティティ：ナショナ
リズムと宗教, 1850-1914」は，四つのレッスン
で構成されている
。レッスン１では，まずイタリ
アの統
一や中国の義和団事件，メキシコ大統領の
フアレスの資料(1.1)を提示し
，ナショナリズ
ムの特徴をグル
プーで検討させ，その後，学問的
な立場に基づくナショナリズムの特徴を四つ紹介
する
。そして次に，女性参政権運動，ボーア戦争，
バルカン半島の民族対立の資料（1.2）を提示し
て
，それらがナショナリズムにあたるかどうかを
検討させる
。そして最後にナショナリズムの特徴
を確認・再検討させ，クラス内でナショナリズム
の定義を整理する展開になっている。
レッスン２では，露土戦争からバルカン戦争頃
までのオスマン帝国の資料（2.1）とインド大反乱
から第１次世界大戦前の自治獲得運動までのイン
ドの資料（2.2）提示し
，生徒各自にはさらに自
分が見つけてきた資料を加えさせ
，両地域のナショ
ナリズムの進展についての年表を作成させる
。そ
して
，両地域の年表を比較させながら，異なる地
域ではナショナリズムの顕れ方は異なっていると
いうことを理解させ
，その相違の原因につて仮
説を立てる展開になっている。
レッスン３では
，まず，ナショナリズムと宗教
と帝国主義を題材にブレ
ンーストーミングを行い，
次に
，資料としてキップリングの匚白人の使命」
(3.1)やＢ.アンダーソンら数名の研究者のナショ
ナリズムと宗教と帝国主義についての考え方をま
とめた資料（3.2）を提示し
，「‾19世紀中頃までに，
ナショナリズムと宗教と帝国主義は西洋のアイデ
ンティティにどのような影響を与えたか」というテーマでエッセイを書かせる。そしてその後，へ
ルツェルの匚ユダヤ人国家建設
」についての資料
（3.3）を提示し
，ユダヤ人国家建設の正当性につ
いて討論させる展開になっているｏ
レッスン４では
，まず，クラスを２つに分け，
それぞれに提示された日本の明治維新の資料
（4.1）とイギリスのエジプトの支配とそれに対す
るムスリムの抵抗の資料（4.2）をもとに
，この
時代に日本やエジプトがどのようにして国家とし
てのアイデンティティを守ろうとしたかを調べさ
せ
，西洋の覇権の広がりに対応した非西洋地域の
ナショナリズムについて
，宗教の役割に留意しな
がら検討し
，話し合う展開になっている。
（2）授業構成に見られる論理
WHFUAでは
，授業で使用する史資料等がほと
んどＷｅｂ上に準備されている。授業はそれらの
史資料を提示し
，生徒に諸概念を探求させ，成長
させる過程として構成されている
。例えば，レッ
スン１では
，ヨーロッパ，中国，アメリカ，アフ
リカでのナショナリズムに関する史資料をもとに
して生徒にナショナリズムの定義を行わせ
，それ
を前提にしつつ
，レッスン２でオスマン帝国やイ
ンドの資料を提示しながら
，ナショナリズムの顕
れ方の多槍既について気付かせる
。レッスン３で
は
，キップリングの詩，研究者の諸説，ヘルツェ
ルのユダヤ国家建設論などを通して
，ナショナリ
ズムを宗教や帝国主義と関連させてとらえさせ
，
レッスン４ではアジアとアフリカでのナショナリ
ズムの展開事例を通して
，ナショナリズムの西洋
と非西洋との関係性について考えさせている
。つ
まり
，この単元はレッスン１でナショナリズムに
ついての大まかな概念を獲得させ
，レッスン２以
降でその顕れ方の多楡歐の比較
，他概念との関連
性
，西洋と非西洋の関連性などを考察させて，概
念を広く深く成長させる構成になっている
。
その際
，特徴的なことは，提示される史資料が，
世界の様々な場所から広く選択されており
，個々
の国民国家の枠組みに囚われることが回避できて
いること
，また，概念を成長させる過程では，宗
教や帝国主義といった概念を探求させるプロセス
の中で
，西洋非西洋といった地域間の関連性が
扱われ
，各民族の文化の特性や独自性自体を追究
することが狙われてはいないことである。その意
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【 資 料1　 「7.6 新 し い ア イ デ ン テ ィ テ ィ ： ナ シ ョ ナ リ ズ ム と 宗 教,  1850-1914 」 の 授 業 構 成 】
Ｉ． 単元名
新しいアイデ ンティティ： ナショナリズムと宗教, 1850-1914
H. 教材観
近代を通して， ナショ ナリズ ムと宗教は， 人々を分 割したり結合させたりする重要な役割を演じた。 ナショ ナリズ ムと宗教は，世界中の多 くの人 々の
アイデンティティを形成し，価値や望みを共有するコミュニ ティーを生 みだしている。ナショナリズムという新しい イデオロギーは，18世紀後半 の大西
洋革命の時代に出現し，19世紀 から20世紀にかけて技術や自由主義および帝 国主義といった重要な変化を もたらす力を収斂し，拡大し， 成長 し続けた。1
9世紀の後半に西ヨーロ ッパ から南北アメリカ・アフリカ・アジアへと広がったナショナリズ ムの勁きとして，人 々はこれまでには見 られなかった忠 誠心
やアイデンティティを伴う国家を形成し始めたo
この期間には， 世俗的な文化 も広かったが，人々は宗教によって自 らを定義し続けた。宗教的なアイデンティティは国家的なアイデンティティと衝突
することもあったか，逆に拍車をかけるこ ともあ った。この単元の焦点は, 1850-1914 年のナショナリズムと宗教の複雑な関係を扱うｏ この二つの大きな
力 について学 ぶことによって，生 徒は第一次世界大戦前夜 に存在した緊張と，20世紀から21世紀まで継続す る紛争や変 化を理解することかできるだろうｏ
この単元は「大きな時代 ７」 の最後に位置し，19世紀の移民，植民地主義，帝国主義，革命，自由主 義的改革な どを含 んだこの時代の学習の成果を生
かすようにな ってい る。
Ⅲ。単元の構成（4～6授業時間配当）
Lessonl　 ナショ ナリズムの概念 の形成
Lesson2　 新しいアイデ ンティティ:インドとオスマン帝 国におけるナショナリズムの発展(1850-1914)
Lesson3　 ナショ ナリズ ム，帝 国主義，宗教
Lesson4 古い アイデ ンティティを保つための戦い
IV. 単元 の目標
この単元を全て行え ば，生徒は次のようなこ とができるようになる。
１ バルカ'ン半島とエジプトでの19世紀末～20世紀のナショナリズムの事例を分析し， ナショ ナリズムの概念を定義する。
２　ナショナリズ ムと宗教と帝国主義の関係を分析 するO
3　 オスマン帝国における緊張と紛争の源としてのナショナリズムの重要性について評価する
４　日本 とエ ジプトにおける，社会 と政治の変化のナショナリズ ムと宗教への関連を分析する。
５　ナショナリズ ムと宗教の役割 に焦点化して， 西洋の膨張への反発を述べる。
Ｖ。授業展開
課 アクティビティ ほか 資料 生 徒の認 識
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《概要》 ナショナリズム は18 ・ 19世紀 の大西洋革命 によ って 出現
前 は，人 々は， 地域・地方・宗教 的共 同体， そして王朝 に忠誠 心
わるものではなか ったか， そうい ったものか ら発達 し，19 世紀を
ためにグル ープで 作業を し，18 世紀末か ら19世紀初 めにお けるナ
《ア クティビティ》19世紀に， どのよう にして世界各地 の人 々は
新しい アイデ ンティティを受 け入れたか。そ のアイデ ンテ ィティ
は国家 と結合 するものであるが， この複雑な概念を定義 すること
か らこ のレ ッスンを始 める。
工． ３～ ４の グル ープ に分 かれ， 資料1.1 (「 ナショナ リズムの事
例コ に示さ れたナ ショ ナリズ ムにつ いての事 例を ３つ読 み，
グループで類似 点を見つ ける。（ この類似点を ナショナリ ズム
の特徴 と位 置付ける｡）
２．類似点 のリストを元 に， 座標軸を作 って，そ れぞ れの類 似性
をテ スト する。 必要があればリ ストを修正す る。
３． クラス全員で， 事例から識別した特徴 について話 し合 う。 そ
して，黒 板や ＯＨＰ に特 徴を記録す る。 各グループが特徴を 提
案し た後， ナショナリズムの学問的な定義 に基づ く，次 のよう
な特徴を 紹介するo
・歴史，言語，人 種， 民族など に基づいた共通 のアイデンティ
テ ィを持つ。
・ アイデ ンティティを共有し， 結びついてい る人 間の集 団を信
じ る。
・他 の集 団や個人 の利 益より国家へ の忠誠を 優先 する。
・国家 の利 益のために政治的な要求，特 に独立す る権利を主 張
する。
４．上 の４点 につ いて， 同意できるか，そ れとも同意で きないか
考え る。 ナショナリズムの特徴 として，こ のクラスではどのよ
うな意見 の一致 かできるか。 合意でき た特徴を もとに， もうひ
とつ 座標軸を 作る。
５．資 料1.2 (「 ナショナリズム の事 例か否か」） の事例 の中には，
我 々か考え たナショナリズムの座標軸 に当て はまらない ものも
あ る。そ れぞれナショナリズム の事例か どう か，再 びグループ
に分 かれ， 話し合う。
６．そ れぞ れの事 例がなぜナショ ナリ ズムの事 例な のか， または
そうでな いのかについて議論する。 事例 とは言えな いものにつ
いて は， どのような変 更が必要かについて，考え る｡.過去 のま
た は現在 のナショナリズムの事例について知 ってい るこ とがあ
れ ば紹介 する。
７．こ れまで の特徴 につ いての考察をも とに， ナショナリズムの
定義を クラ スで まとめる。（ この定義 は印刷して，忘 れない よ
う にこ の単元が 終わるまで教室に掲示する｡）
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しいイデオロ ギーであり， 急速 に世界各地 に広がった。 19世紀以
ていた。 ナショナリズムはそういっ た王朝 や宗 教への忠誠心 に代
:成長し続 けた。 Lessenlで は， ナショナリ ズムの概念を 理解す る
リズムの代表的な事例を学習す る。
|資料1.1は， ①イ タリア統一過 程， ②清の義 和団事件， ③メ キ
シコ のフ アレ ス時代 といった， ３つの出来事の紹介であ るこ と
か ら，類似点 として， 軍事 介入， 政治介入，宗教 の介在な どが
挙げ られるので はな いか。
|資料1.2は， ①英国 の女性参政 権運動， ② ボーア戦争， ③第 １
次世界大戦前 のバルカン半 島の民 族対立といった， ３つ の出来
事 の紹介であ る。 ②がナショナリズムの　事例であり， ①はナ
ジョ ナリ ズムの事 例とは言え ず， ③はナ ショナリ ズムの影響 に
ついて の事 例として あげられているのではないか。
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《概要》Lessen2 では，19 ・ 20世紀にオ スマ ン帝 国とイ ンド にお1
を作る。そして， この２つの地域 のナショナリズムの進展を比較
異なる地域で はナショナリズムの原因と結果は様 々であ るこ とをJ
《アクティビテ ィ》す る一方で，異 なる地域ではナショ ナリ ズム
の原因と結果は様 々であ るこ とを理 解する。
《アクティビテ ィ》前時 に整理し たナショナリズムの定義と特徴
を思い出す。 19世紀と20世紀初 頭にオスマ ン帝国とインドでなぜ，
どのよう にして ナショ ナリ ズムが発 展したかを これから見てい く
ために， それぞ れの地域 のナショナリズムの発展の年 表を作り，
比較・対照する。
１． ３～ ４のグル ープ に分か れ，第 １次資 料と第２次資料からな
る2.1 (匚オスマ ン帝 国」）と2.2 (「イ ンドコ を もとに次のよう
な手順で年表を作る。
・プリントや本にあ るそ れぞ れの資料を 読み， ナショナリズ ム
の進展に関連すると思われる出来事とその日付のメモを とる。
・グループのメ ンバ ーと話し合い，読 み取ったことをナショ ナ
リズムの特徴と定義 に当て はめて みる。
・それぞれの地域ご とに， ナショナリズムの発展について，少
なく とも ５つ の出来事を 選ぶ。 こ れらの出来事 は1850-1914
の期間から選ぶ。
・1850-1914 の年 表にそ れらの 出来 事を記 入する。 そして， そ
れぞれの出来事の下に，なぜそ の出来 事がナショナリズムの
発展に寄与していたのか について説明を記 入する。 それぞれ
の地域の人がこの時代 にどのようにアイデンティティを形成
したかも書き留める。
２． オスマン帝国とイ ンド の年表が完成し たら， クラス全員 がそ
れぞれのグル ープの選び出した 出来事を共有 できるようにし，
２つの地域の民族運動の原因を確認す る。そ して， この時代に
この２つの地域で人々は どのよう にアイデンティティを形 成し
たかについて話し合う。
３． それぞれのグル ープの年表 の類似点を 指摘 しする。 次に， こ
れらの地域でナショ ナリ ズムが発展し た理 由や方 法の違いを指
摘する。 そして，なぜこ のような違い か生じ たかにつ いて仮説
を考え る。 最終的に，こ の２つ の地域で ナショナリズムの勁き
に宗教かどのような役割を演じてい たか考え る。（この議論は，
Lessen3 で の宗 教･帝 国主 義と ナショ ナリ ズムの 関係 の考 察 に
関連する｡）
４． オスマ ン帝国 とイ ンド のナ ショナ リズ ムの学習を 通して，
Lessenl でのナ ショナリズ ムの知 識かど のように広が ったか。
もしくは違いか生じたについて ５分 間で書 く。
ナる ナ
・対 禀
里解 す
2.1
2.2
ショナリズム の進展つ いて， 第１次及び第 ２次資 料を用いて年 表
する。 Lessen!で作った ナショ ナリズムの定 義を適用す る一方で，
る。
|資料2.1は， オスマ ン帝 国 に関わる資料 として, 1878 年 のベル
リン条約の抄, 1908 年 の青年ト ルコ党 宣言 の抄， オ スマ ントル
コの公教育 の写真, 1912 年 のバルカ ン半　島の地図が示してあ
る。
資料2.2は， インド に関わる資 料として, 1908 年 にテ ィラ クか
国民 会議で行った演説, 1909 年 にガ ンディーのインド統治法 に
つ いてのインタビ ュー, 1848 年 の英 国支配下 のインドの地　が
示 してある。
年 表に記入するの に適して出来事 には，つ ぎのようなものがあ
る。
○ オスマン帝国
・タンジマート改革(1839-1876)
・キリスト教徒とユダ ヤ教徒 に政 治的 な権利 を与え，全て
の臣民の平等を認 める勅令を 発布(1856)
・ ルーマニアの新憲法採用（1864 ）
・ オスマン憲法(1876)
・露土 戦争(1877-1878)
・ ベルリン条約；セルビア，
モ ンテネ グロ，ル ーマニ アの独立(1878)
・青年 トルコ党運動(1870s-1914)
・英 国軍のエ ジプト占領(1882)
・ 青年 トルコ党による
アブデ ュル= ハ ミト ２世 の廃位（1909 ）
・ バルカン戦争(1912-1913)
生 徒はオスマン帝国かト ルコ人， ギリシ ヤ人， ブルガリ
ア人， ルーマニア人，アルメニ ア語， タルト人， スラブ
人， シリア人，アラビア人， ユダ ヤ人 およびエジプト人
を含む， 多くの人種およ び宗教を支配 していたこと も記
すべきです。
○ インド
・ インド反乱(1957-1859)
・ ヴィクトリア女王 のイ ンド皇帝 宣言(1957)
・インド国民議会結成(1885)
・ ベンガル分割（1905 ）
・ ガンジーの無抵抗・不服従運動 開始(1907)
・ ティラクが国民議会で 自治を訴え る（1908）
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《 概要》Lessen3 で は, 1850 年か ら1914年 までの宗教 と宗 教的ア･
て もたらされた背景 となる知 識を 持ってい るこ とが望 まれる。 こ
わらず， キリ スト教 の痕跡 が依然としてヨ ーロ ッパ列強の文化や
時の人 々に大変人気のあったルドヤード･キップ リングの詩が，そ
ティを変 えることに抵抗した非西洋人 の反 応につ いて考えるLess
《アクティビティ》
1. 19 世紀中頃までの西洋文化 にお けるナショナリズム， 帝国主
義，宗教 について知 ってい ることをブレーンストーミングする。
ナショ ナリズム，帝 国主 義，宗 教の関係 について黒板 かOHP
に書き留める。この三者 にはどのような関係が見られるか。特
に宗教はナショナリ ズムと帝国主義 にどのように関連している
か。
２． 資料3.1 (「 ルドヤ ード･ キップ リングの詩⊃ を読 み， 次の ４
つの議題について クラスで討論 する。
○キップリ ングの詩 に宗教的な影響を示 す証拠としてどのよう
なものがあるか。
○キップリ ングが詩を 出版し たときに，宗 教についてのあな た
の見方は変 わったか。
○キップリ ングの詩 はナショナリズム，帝 国主 義， 宗教の間 の
関係 について何を物語 ってい るか。
Ｏ 「白人の責務」 の詩 は，英国 の帝 国主 義を 誹謗する皮肉 の詩
であると主張す る学者 がいるが， この考え について どう思う
か。
３．資 料3.2 (「 ナショナリ ズム， 帝国主義， 宗 教」）を先 ほど と
同様の議題 に着目して読 み， クラスとしてのいくつか の結論を
導く。事例 は次 のこ とを含 んで いる。
デ゛ ン
Ｄ レ ッ
フデ オ
Ｄ証 拠
m4 の
3.1
3.2
ティティ の役 割を紹介する。 それに は， 科学的啓蒙的思考 によっ
スンの終了 まで に，西洋文 明が宗 教的でな くな って いるにもかか
ロ ギーに重要な役割を果 たしていることか分か るはずである。当
となる。 Lessen3で は，西洋の葫権に直面 して 自らのアイデ ンティ
内容 にもつなが るものになっている。
|資料3.1は， キップリ ングの詩を ２編（「英語 の歌」 と「白人 の
使命」） 紹介してある。
|資料3.2は，Ｂ･ アンダ ーソ ンを はじめ とし た，数人 の研究者 の
ナショナリ ズム論を整理し たものである。
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４．次 のテ ーマにつ いて， ５分間でエ ッセイを書 く。
「‾19世紀 中頃までに， ナショナリ ズム，帝国主義，宗 教ぱ 西
洋 のアイデンティティ”にどのような影響を与え たか｡」
５． 資料3.3 (匚テオド ール・ヘル ツェル の“ユダ ヤ人 国家”」）
を読 んで， 次の３つの議題を クラ スで討論 する。
○こ の文書 は， あなたの「ナ ショナリ ズム」 につ いて の理解に
さ らに寄与 するか， 変更させる ものか。
○こ の文書 は19世紀末におけるナ ショナリ ズムと宗教 の関係の
理解 にさらに寄与 するか， 変更させる ものか。
○ヘ ルツェルがユダヤ人国家を建設しよう とし たことにつ いて
正当化で きると思うか。それはなぜ正当化さ れる， またはさ
れない のか。
3.3
・あ る人 々にとって， ナショナリズムは教会へ の昔 からの忠 誠
に替 わるものだった。
・神 に 厂選ばれし者」」「文明への使命」 とい った考えによって，
宗教 はナショナリズムと帝国主義にある役割を果 たしていた。
資 料3.3は， シオニ ズ ム運 動の 指導 者で あ った ヘル ッ ェル のピ
ュダ ャ人 国家」 からの引用が紹介してあ る。
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《概要》1850 年 までに西洋 の覇権 は世界中に広か った。 いくつ か
矛盾し たけれども， ヨ ーロ ッパ列強の政治的経済的成を 拒否する
政治的 支配 から生 き残る ために西洋 の様式を どの程度受 け入れな
よう とするリーダ ーもい れば，軍事 や工 業化など の西洋化を 推し
しな がら旧来 のアイデ ンテ ィテ ィを 保持しようとし た日本 とエ ジ
で維持さ れたもの， 維持されなかった もの について考え る。
《ア クティビティ》西洋人 がヨーロ ッパや北 アメ リカ以外 の地 域
にどのよう にして「 侵入」 したか。軍事力以外 の西洋 の支配を 推
し進 めた要因 につ いて考え る。 西洋の文化・思想・事物 はどのよ
う にして 侵入 したか。 西洋人の
侵入 に反対 したアジアやアフリカについて考え る。
１． クラスの半分を 日本， 半分をエジプトの グル ープ に分 け， そ
れぞ れ資料4.1 (厂日本 における新しい アイデンティティ」），資
料4.2 (「エ ジプト におけ る新しい アイデ ンテ ィティコ およ び
教科書な どの利用可能 な資料を用いて，アイデ ンテ ィテ ィを守
る ための国家 の争いを 調べ，資料4.3, 4.4 のベ ン図を完成さ せ
る。そして，そ の後， 次の３つ の課題について討議す る。
○西洋 との接触以前 において， ナショナリズム と宗教 はどのよ
うな役割を持 ってい たか。
○旧来 のア イデ ンティティを 保持しようとする人 々と の争い に
おいて， ナショナリズムと宗 教はどのような役割を持 ってい
たか。
○西洋と の接触 の後の国家 のアイデンティティの新しい側面 に
おいて， ナショナリズムと宗 教はどのような役割を持 ってい
たか。
２． 調べた結果を まとめ， 話し 合う。
Z)国 に
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と って， 西洋の文 化とイデ オロ ギーは自分たちの もの とはひどく
できなか った。 非西洋のリ ーダ ーや思想家 はヨ ーロ ッパ の経済 的
な らない か検討 した。 西洋 の影響を 避けて理想的な過去 に回 帰し
う とす るリーダ ーもいた。こ のレ ッスンでは， 西洋の覇権 に直面
事例を検討 する。 非西洋 の一連 の動 きにつ いて， 変わり ゆく世 界
資料4.1は， 日本 の明治維新 前後 の出来事を紹 介し たものであ回
。
|資料4.2は， イギ リスによ るエ ジプ トの保護国化 とムスリ ムの
抵抗 について紹介し たものである。
|資料4.3と4.4は， 西洋 との接触以前 の旧 来のアイ デンティテ ィ
と，西洋 との接 触後 の新し いアイデンティティ についてベ ン図
を描くよう にな ってい る。
味で, WHFUA の授業は，概念の探求を通じて，
国家や文化の境界線にとらわれず，「問い」に基
づいて，学習対象となる時間的空間的フィールド
が設定されていることが分かる。
５　おわりに
WHFUA は，全体構成においてパノラマ， ラン
ドスケープ，クローズアップといった空間的時間
的尺度の違う三つの単元群を自由に組み合わせる
ことができるようになっていた。 さらに，ビッグ
ヒストリーの視点を導入することで，環境・生態
系 の一部として人間を位置付け，人間中心の歴史
認識すら脱却しようとすらしていた。こうして国
民国家や民族文化の枠に囚われる思考は相対化さ
れ，その境界線を越える構成が実現していた。
また，ランドスケープとクローズアップの各単
元においては，匚人と環境」匚人と人」匚人と思想」
という三つの枠組みに基づく 匚問い」 がそれぞれ
用意されていたＯそして, WHFUA の単元は，こ
の 匚問い」を探求させることを念頭に構成された
ものとなっていた。 また同時に， この三つの問い
は，社会諸科学に関連して設定されたと思われる
七つのテーマのうちのいくつかと関連づけられ，
歴史的考察が行なわれるようになっていた。この
３つの問いも七つのテーマも，それ自体が国や文
化を越えた考察が可能な ものであった。
具体的に分析した授業展開においては， ナショ
ナリズムの概念を探求・成長させる過程において，
ヨーロッパ，アメリカ，アフリカ，トルコ，中国，
インド，日本などが事例として幅広くとりあげら
れていた。 これらは探求の際の必要から選択され
たものであり，各国家の状況や各民族の文化自体
を学習することは目標とされていなかった
Ｏ その
意味で，授業は 匚問い」 に基づいた探求のための
必要 に応じて，考察対象とする空間的時間的な範
囲が定まり，国民国家や民族文化の枠を固定的に
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とらえることは否定されるものとなっていた
。
Ｒ｡ダンは厂変化の様相モデル」を，歴史的変
化をとらえる際に「歴史的探求の社会的空間的フィー
ルドはオ
プーンで流動であり，文化的なカテゴ
リ
等ーは前提にしない」26）と説明しているが，
WHFUAはそうした意味で
，トランスナショナル
でトランスカルチュラルな歴史学習を可能にして
おり
，グローバルヒストリーの視点に立つカリキュ
ラムの一つであると言える。
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